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機能性成分を強化した豚肉の開発（第１報）  

 

１  背景・目的  

他産地の豚肉との差別化を目的に、抗酸化作用があるビタミン E（α‐ト

コフェロール、α‐トコトリエノール ＊ 1 ）、セサミン ＊ 2 を多く含有する米油、ご

ま油を豚へ給与し（表 1）、機能性成分を含有する特徴のある豚肉の生産

を検討する。  
＊ 1 ：ビタミンＥの一 種 で、トコフェロールの約 5 0 倍 の強 い抗 酸 化 力 を持 ち、抗 癌 作 用 もある  

＊ 2 ：ごまに含 まれる成 分 で、抗 酸 化 力 を持 ち、肝 臓 の機 能 を高 める効 果 もある  

 

２  技術のポイント  

（１）米油、ごま油の添加割合が高いほど飼料効率が高くなる。また、1％区、

2％区は、対照区と比較して日増体量（図 1）、枝肉成績に差がない。  

（２）米油、ごま油を 2％添加すると豚の脂肪中に機能性成分 （α‐トコフェ

ロール、α‐トコトリエノール、セサミン）が移行する（図 2、3）。  
 

 
 

 

 

 

 

                   

 

 

３  成果の活用と残された問題点  

(1 )  米油、ごま油を豚へ給与することで機能性成分（α‐トコフェロール、  

α‐トコトリエノール、セサミン）を含む豚肉の生産が可能である。  

(2 )  米油、ごま油は高価であるため、代用する資材の検討が必要である。  

(3 )  油は、エサの形状によっては吸着しにくいため、混合方法の検討が必

要である。  
 

問 合 先 ： 資 源 安 全 部  TEL 0767-28-2284  
担 当 者 ： 橋 本 果 林 、 柴  教 彰  

異 符 号 間 に 5％ 水 準 で 有 意 差 あ り  

図 2． α ‐ ト コ フ ェ ロ ー ル 、  

               α ‐ ト コ ト リ エ ノ ー ル の 含 有 量  

図 1． 発 育 成 績  
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飼 料 効 率 ： 増 体 量 を 摂 取 量 で 割 っ た  

肥 育 後 期 豚 を 各 試 験 区 5 頭 ず つ 供 試 し 、 6 週 間 給 与  

図 3． セ サ ミ ン の 含 有 量  

数 値 で 高 い ほ ど よ い  
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表 1． 飼 料 配 合 割 合                        

 

 

 


